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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は,生体内で表面にアパタイトを形成し,骨と結合する材料,すなわち生体活性材料を設計する
基礎的指針を明らかにするために,多くのセラミックスの基礎成分であるシリカについて,その構造と擬
似体液中におけるアパタイト形成能の関係を追究した結果をまとめたものであり,得られた主な成果は次
の通りである｡
1.シリカゲルはシラノール基の量が増加するにつれ,大きいアパタイト形成能を示すことを明らかにし
た｡
2.シリカゲルのアパタイト形成能は,細孔構造によらず,シラノール基の構造により変化することを明
らかにした｡
3.カルシウムを過剰に含む環境下では,いずれの構造のシラノール基もかなり大きいアパタイト形成能
を示すことを明らかにした｡
4.シリカゲルから潜出し,高分子基板上に吸着したケイ酸イオンも大きいアパタイト形成能を示すこと
を明らかにした｡
5.それ自体ではアパタイト形成能を示さない結晶化ガラスでも,酸処理などにより,その表面にシラノ
ール基を形成させれば,アパタイトを形成するようになることを明らかにした｡
要するに,本論文はシリカの構造と,擬似体液中におけるアパタイト形成能の関係を追究することによ
り,生体活性を示す材料を設計する指針を明らかにしたものであって,学術上,実際上寄与するところが
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少なくない｡よって本論文は博士 (工学)の学位論文として価値あるものと認める｡また平成9年2月21
日,論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果,合格と認めた｡
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